
まきこむコラム
１１月号 個育て×健康寿命

講座から学ぶ

人生100年時代！元気な高齢者が特技や趣味を活か
し地域とつながることによって、役割や生きがいが
持てることを目的にしたセミナー「個育て×健康寿
命」（４回連続）を開催し、個性を活かした地域子
育て・多世代交流から、“つながり・役割”を考え
てみました。

1回目「つながりから地域へ」

人と人、地域とのつながりの先には生きが
いや役割が生まれ、それによって健康寿命
も大きく関係してきます。たのしく、ゆる
く、人とつながるということが大切。「深
く、狭く」つながるより、「浅く、広く」
つながることで、多様な居心地のよい関係
を持つことが重要です。

社会参加では、「やりたいことを楽し
く」「続けることを目的としない」こ
とが大切。
多世代のつながりは、新たに何か作る
より「保育園とデイサービス」「近隣
センターと子育て支援」などあるもの
をつなげるという発想も必要です。

2回目「多世代のつながり」

一人ひとりの特技や
趣味を活かした、多
世代交流の企画を妄
想しました。
みんなでイイねシー
ルを貼って１位に
なった妄想ポスター
です
題して「笑顔で結ば
れるまち」

３回目ワークショップ

「多世代とつながる大妄想大会」

「わたしは、子どもの学びの場をつくるぞ！」
「私は施設で歌声大会をひらきたい！」etc.
一か月後に皆で集まって、情報交換することになり
ました。
皆さんの宣言！現実になるでしょうか？
社協がバックアップします。

４回目「宣言大会」

セミナーでは毎回、ドラムサークルを取り
入れました。リズムに乗って、皆元気に、気
持ちが一つになって、ワイワイガヤガヤと
楽しくワークに取り組みました
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